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NEC Express 已 800 シ U ■ズ 
Exp 巧 ss 已 800/1 lORe-1 


ソフトウェア編 

Express 5800シリーズ用に用意されているソフトウエアについて説明します。 



添付の CD - ROM について（一200ぺージ） 

本体に添付の 「EXPRESSBULDER」CD-ROM に収められているソフトウェア 
について紹介します。 


EXPRESSBUILDER (一201ページ） 

セットアップツール 「EXPRESSBUILDER」 について説明します。 


ExpressPicnic (- ► SI 3ぺージ） 

シームレスセットアップ用パラメータディスク（セットアップパラメータ FD) 
を作ぶする、ソール 「ExpressPicnic」 について説明します。 


本体用バンドルソフトウェア（一223ページ） 

本装置にインストールするバンドルソフトウエアについて説明します。 


管理 PC 用バンドルソフトウェア（一242ページ） 

本体を監視-管理するための管理 PC にインストールするバンドルソフトウェ 
アについて説明します。 
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添がの CD - ROM にごいて 

添付の EXPRESSBULDER ® CD - ROM には、本装置を容易にセットアップするためのユー 
テイリテイやを種バンドルソフトウエアが収録されています。これらのソフトウエアを活用 
することじより、本装置の機能をより多く引き化すことができます。 


W -0 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM は、本装置の設定び完了した後でも、 0 S 
の再インス I ルや BIOS のアップデートなどで使用ずる機会びあります。紛 
失しないように大切に保存しておいてください。 



• ビルド.トウ.才ーダーで購入した装置のハードディスクドライブには 
電源管理をする次のユーティリティがインストールされている場合があ 
ります。それぞれのぺージを参照してセットアップをしてください（こ 
れらのユーティリティは EXPRESSBUILDER の中には含まれていませ 

ん ) 。 

ESMPRO/UPSController Ver . 2.1(235 ぺージ参照） 

Pow が Chute plus Ver . 5.11 J /5.2 J (239 ぺージ参照） 

• ディスクアレイの設ををする RAID ユーティリティはボード上のチップ 
に搭載されています。これらのユーティリティの操作方法については、 
ボードに添付の説明書を参照してください。 














































ソフトウェア編 201 


EXPRESSBUILDER 


「 EXPRESSBUILDER 」 は、 Express 5800シリーズに接続された八ードウてアを自動橫化し 
て処理を進めるセットアップ用統合ソフトウエアです。 EXPRESSBUILDER から OS をインス 
I -ールする際には、インストール対象の八ードディスクドライブ（またはディスクアレイの 
論理ドライブ1台のみ）だけを接続してセットアップしてください。 
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起動メニユーにごいて 


EXPRESSBULDER には3つの起動方まがあります。起動方まによつて表示されるメニュ ー 
や項目が異なります。 

• EXPRESSBUILDER CD - ROM か！5起動する 

EXPRESS 巨 UILDER を本体の CD - ROM ドライブにセットして起動し、 

EXPRESS 巨 UILDER 内のシステムから起動する方まです。この方までシステムを起動す 
るとちじ示す 「 EXPRESS 目 UILDER トップメニュー」が表示されます。 

このメニューにある項目から本装置をセットアップします。 



トンームレスセットアップ J とは、ドウエア 
の巧な的なバライー51や巧巧のまをから〇3、を種 
ユー^ィリティのイシストールまでを巧付の 
CD-ROM rEXPRESSBUILDERj を巧って切れ目な< 
(シームレスで）セットアップできる技自の 
セットアップ方まです， 

八ードディスクをほ入時の找巧と里なるパーティ 
、5；^ンまをで巧用する巧合や OS ぞ巧イシストール 
す巧み含は*シームレスセットアップをが用して 
ください，巧泣なセットアップをこの«能がれ 
わって行います . / 


シームレスセットアップは、セットブタタを ffi た 
する巧にセットアッカこ&要な巧«ぞ€集し 
フロッビーディスクにな巧し、セットアップの民 
にその信*ぞ定一読み巧して自勤的に一さのセッ 
トアップをまめるというものです。 

こ瓜とぎ使用されるフロヴビーデイ义ク ® ことを 
r セットアップパラメータ FDJ と巧びます， 


• 本装置 m がのコンピュータおよび他の Express 己800シリーズで起動し 

■to ないでください。故障の原因となりまず。 

• メニューの「シームレスセットアップ」を実行ずるとあ5かじめインス 
トールされている 0S を消去します。 0S もインストールし直ず必要があ 
りまず。 


EXPRESS 目 UILDER トツプメニューにつし^てはこの後の 「 EXPRESS 目 UILDER トツプメ 
ニュー」を参照してください。 

• コンソールレスで EXPRESSBUILDER CD - ROM か5起動する 


丰ーボードやマウス、ディスプレイ装置を本体に接続していない状態で 
EXPRESS 巨 UILDER から起動すると、 LAN か COM (シリアル）ポートで接続している 
管理用〕ンピュータ ( PC ) の画面には、 「 EXPRESSBUILDER メインメニュー」が表示 
されます。管理 PC からこのメニューにある項目を使って本装置を遠隔操作をします。 
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矢巧キーで反転を項目に合わせて、リターンキーを巧してください。 

EXPRESSBUILDER は本装置のたットアッブをサボートします。 

[セットアッづ】 

本装置のセットアッブを容易に行えるように、自動的にたットアッブ 
に必要なツールをを動し、バラメータを設定していきます。 

ただし、たットアッブが自動的に判断できないバラメータは、オペレータに 
入力が要ボされます。 

システムたットアシブ終了後、セットアッブ情報を\ックアッブすることをわ 
勧めします。パックアッブ情報がおいときは、修理復旧時にお査様の装置固有 
の情報や設定を復旧できなくむります。バックアッブは、フォーマットされた 
フロッビ ー ディスクを準備して、 ツールで オフライン保守 ユーティリティの 
「システム情報の管理」から「追避」を選巧してください。 



• 管理 PC か5の実行は、オプションのリモートマネージメントカードを 
装着している場合にのみ可能でず。 

• 本装置 m がのコンピュータおよび他の Express 己800シリーズで起動し 
ないでください。故障の原因となりまず。 

• コンソールレス時の使用は、本体のマウス/キーボードコネクタにキー 
ボードび接続されていないことび条件でず。本体にキーボード （USB 
キーボードは除く）び接続されていると、 EXPRESSBUILDER はコン 
ソールびあると判断し、コンソールレス動作を行いません償理 PC にメ 
ニューを表示しません)。 


EXPRESSBUILDER メインメニューについてはこの後の「コンソールレスメニュー」を 
参照してください。 


• Windows び起動した後に EXPRESSBUILDER をセツトする 


Windows(Windows 95 W 降、または Windows NT 4.0 JU 斷が起動した後、 CD-ROM ド 
ライブに EXPRESSBUILDER をセットするとメニューが表示されます。表示されたメ 
ニューダイア□グボックスは「マスターコント□ールメニュー」と呼びます。 

マスターコント □ ールメニューについてはこの後の「マスターコント □ ールメニュー」 
を参照してください。 


〇オンラインドキュタント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


Master control Menu |' 〇七ットマツブ 


〇わ 


CopyrigN N(C Corporation 


NEC 
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EXPRESS 巳 UILDER トツ 



EXPRESSBULDER トツプメニューは八ードウ エアおよび OS (オペレーティングシステム) 
のセツトアップとインストールをするときに使用します。 


，■〇 BIOS の設定を間違えると、 CD - ROM か5起動しない場合びありまず。 
EXPRESSBUILDER を起動できない場合は、 BIOS セットアップユーティリ 
ティを起動して下のとおりに設定してください。 

- 「 Boot 」 メニューで rCD-ROM Drive 」 を1番上に、 

「Removable Devices 」 を2番目に設定。 


起動方法 

次の手順に従って EXPRESSBUILDER トップメニューを起動します。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を日 N にする。 

2. 本体の CD - ROM ドライブへ EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM をセットする。 

3. CD-R 日 M をセットしたら、リセットする （く Ctrl 〉 + く Alt > + く Delete 〉 キーを押 
す）か、電源を日 FF / 日 N して本体を再起動する。 

CD-ROM からシステムが立ち上がり、 EXPRESSBULDER が起動します。 
EXPRESSBULDER が起動すると、 W 下のような EXPRESS 巨 UILDER トップメニューが現れ 

On 9"〇 


簿 


シームレスセットアップ 

セットアップパラメータ FD の情報を参照して、切れ目なく 
(シームレスに）セットアップを行います。 0S の再インス 
トールを行う場合、こちらのセットアップ方式を選択して 
ください。 


網 


、ソール 


EXPRESS 目 UILDER に収められている各種ユーティリティ 
を個別に起動し、オペレータによるセットアップを行いま 
す。また、インストール済み 0S に影響を与えることなく 
セツトアップを行うことができます。 


ク 





r シームレスヤヴトアップ j とは、ハードウエア 
の巧巧的なバラゾー5^やが巧のををから〇5、を省 
ユ^ィリみのインストールまでを巧がの 
CI5-R0M rEXPRESSBUILDERj を巧って切れ目な< 
(シームレスで）七ットアップできる巧自の 
七ットアップ方まです • 

ハードディスクを巧入時のが巧と果なるバーティ 
、^^ヨン設瓦:で巧用する巧さや 0S ぞ再インストール 
する巧なは*シームレスセットアップを巧用して 
ください，巧ホとヤットアップをこの«巧が代 
わって行います • / 

シームレ义セヴトアップは、セットアタブモた 
する巧にセットアップにを巧な巧巧を«集し 
フロッビーディスクに巧巧し七ットアップのI及 
にモの宿なぞぞ一萬み出して自巧的に一まのセッ 
トアップを進めるというものです • 

このとき巧用されるフロッビーディスクのことを 
r セットアップバラメータ FDJ と巧びます • 


ヘルプ 


終了 


EXPRESSBUILDER について説明しまず。セ、ソトアップを実 EXPRESSBUILDER の終了画面が表示さ 

行する前に一通り目を通しておくことをお勧めします。 
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シームレスセットアップ 

「シームレスセットアップ」とは、八ードウエアの内部的なパラメータや状態の設定から 0 S 
(WindowsServer 2003 /Windows 2000). を種ユーティリティのインストールまでを添が 
の rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM を使って切れ目なく（シームレスで）セットアップでき 
る Express 5800シリーズ独自のセットアップ方まです。 

購入時の状態と異なる八ードディスクのパーティション設をで使用する場合や OS を再インス 
I -ールする場合は、シームレスセットアップを使用すると煩雑なセットアップをこの機能が 
代わって行います。 

「シームレスセットアップ」を選択すると、 OS のインス!-ールを開始します。 


P -0 セットアップを開始した5、完了するまで本体の電源を OFF にしないでくださ 
し、また、指示びあるまでセットアップパラメータ FD を取り出さないでくだ 
さい。 


ツールメニユ ー 

ツールメニューは、 EXPRESS 目 ULDERI こ収められているを種ユーティリティを個別で起動 
し、オペレータが手動でセットアップを行います。「シームレスセットアップ」では自動設 
定できない設をや、より詳細に設定したい場合などに使用して<ださい。 

また、システム診断やサポートディスクの作ぶ、保守用パーティションの設定を行う場合も、 
ツールメニューを使用します。次にツールメニューにある項目について説明します。 


Express 已800シリーズ EXPRESSBUILDER Ver 3. xxxx-x Copyri 卽 1:( C ) NEC Corporation 2004 


ツールメニュー 


^ AID 情報のセーブ/リストア 


テ’'イスクルイホ’’-ド：なし 
サ - A '’ 巧-グメントホ‘’-ド：なし 
システム]:/フイゲレ-シヨン：なし 


オフライン保守ユーティ U ティ 

システム診断 

サボートディスクの作成 

巧守用パーティシヨンの設定 

る種团 0 S / FW のアップデート 

U モートマネジメントカードの初期設定 

システムマネジメント機能 

ヘルプ 


トップメニューに戻る 


• RAID 情報のセーブ/リストア 

ディスクアレイシステムのコンフィグレーション情報をフ□、ソピーディスクに保存 
(セーブ)、または、フ□、ソピーディスクから復元(リストア)することができます。 

- RAID 情報のセーブ 

ディスクアレイコント□-ラのコンフィグレーション情報をフ□、ソピーディスクに 
保存します。フォーマット済みのフ□、ソピーディスクを用意してください 。 RAID 
の設定や変更を行った時は、必ず本機能を使用してコンフィグレーション情報を 
セーブしてください。 

- RAID 情報のリストア 

フ□、ソピーディスクに保存されたコンフィグレーション情報をディスクアレイコン 
卜□ーラ上に復元します。 「 RAID 情報のセーブ」で作成したフ□、ソピーディスクを 
用意して<ださい。コンフィグレーション情報が万一破壊された場合や、誤ってコ 
ンフィグレーション情報を変更してしまった場合は、本機能を使用してコンフィグ 
レーション情報をリストアしてください。 
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この機能をサボートしていないディスクアレイコント□ーラもあります。その 
場合、このメニューは表示されません。 



この機能は保守用です。保守 U かの目的で操作しないでください。誤った操作 
を行うとデータを損失するおそれがあります。 


• オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティとは、障害発生時に障害原因の解析を行うためのユー 
ティリティです。詳細は286ページまたはオンラインヘルプを参照してください。 

• システム診断 

本体上でを種テストを実行し、本体の機能および本体と拡張ボードなどとの接続を橫査 
します。システム診断を実行すると、本体に応じてシステムチェック用プ□グラムが起 
動します。254ページを参照してシステムチェック用プ□グラムを操作してください。 

• サポートディスクの作成 

サポートディスクの作成では、 EXPRESS 目 UILDER 内のユーティリティをフ□、ソピー 
ディスクから起動するための起動用サポートディスクやオペレーティングシステムのイ 
ンス I -ールの際に必要となるサポートディスクを作成します。なお、画面に表示された 
タイトルをフ□、ソピーディスクのラベルへ書き込んでおくと、後々の管理が容易です。 

サポートディスクを作成するためのフ□、ソピーディスクはお客様でご用意ください。 

- Windows Server 2003 OEM-D に K for EXPRESSBUILDER 

Windows Server 2003 Standard Edition をインストールするときに必要となるサ 
ポートディスクを作成します （ r シームレスセットアップ」でインストールする場 
合は必要ありません)。 

- Windows 2000 0 EM-D に K for EXPRESSBUILDER 

Windows 2000 Server をインストールするときや Windows 2000 Server のシステ 
ムを修復するときに必要となるサポートディスクを作成します （ r シームレスセッ 
トアップ」でインストールする場合は必要ありません)。 

- R 0 M - D 0 S 起動ディスク 

R 0 M - D 0 S システムの起動用サポートディスクを作成します。 

- オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティの起動用サポートディスクを作成します。 

- システム マネージ メント機能 

BMC (Baseboard Management Controller ) による通報機能や管理用 PC からのリ 
モート制御機能を使用するための設をを行うプ□グラムの起動用サポートディスク 
を作成します。 
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参保守用ノ \°ーティシヨンの設定 

ここでは、保守用パーティションに対するメンテナンスをすることができます。保守用 
パーティションが作成されていないときは「保守用パーティションの作成」と 「 FD に K 
の起動」 W 外の項目は表示されません。保守用パーティションの詳細については、10 
ページを参照してください。 


w "0 r 保守用パーテイシヨンの設定」の各項目を実行している間は、リセットした 
量3 り、電源を OFF にしたりしないでください。 


- 保守用パーティションの作成 

保守用として内蔵八ードディスク上に領域を磕保し、続けてを種ユーティリティの 
インス I -ールを行います。すでに保守用パーティションが磕保されている場合は、 
各種ユーティリティのインストールを行うことができます。 

- 各種ユーティリティのインストール 

各種ユーティリティ（システム診断/システムマネージメント機能/オフライン保守 
ユーティリティ）を、 CD - ROM から保守用パーティションへインストールします。 
インス!-ールされたユーティリティは、オフライン保守ユーティリティを八ード 
ディスクから起動した場合に使用することができます。 

- 各種 ユーティリティの 更新 

各種ユーティリティ（システム診断/オフライン保守ユーティリティ）を、フ□、ソ 
ピーディスクから保守用パーティションへコピーします。各種ユーティリティがフ 
□、ソピーディスクでリリースされたときに実行してください。それ W 外では、本項 
目は使用しないでください。 

- FDISK の起動 


R 0 M - D 0 S システムの FD に K コマンドを起動します。パーテイシヨンの作成/削除 
などができます。 

• 各種 BI 0 S / FW のアップデート 

8番街で配布される「を種目 I 0 S / FW のアップデートモジュール」を使用して、本装置の 
BIOS/FW (ファームウェア）をアップデートすることができます。「を種目 I 0 S / FW の 
アップデートモジュール」については、次のホームページじ詳しい説明があります。 

『8番 街』： http :// nec 8. com / 

を種目 I 0 S / FW のアップデートを行う手順は配布される「を種目 I 0 S / FW のアップデート 
モジュール」に含まれる rREADME . TXT 」 に記載されています。記載内容を磕認した 
上で、記載内容に従ってアップデートを行ってください。 

「 README . TXT 」 は Windows 2000のメモ帳などで読むことができます。 


，■〇 BIOS / FW のアップデートプ □ グラムの動作中は本体の電源を OFF にしない 
量3 でください。アップデート作業び途中で中断されるとシステムび起動でをなく 
なります。 
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• リ モー トマネージメン ト カー ドの初期設定 

リモートマネージメントカードへの本体装置固有情報の設をを行います。本設をを行う 
こどで、リモートマネージメントカードによる八ードウエア障害の監視や障害通報、及 
び LAN 経由/ WAN 経由でのリモート制御（本体装置のリセット、電源 ON / OFF 、 システ 
ムイベント□グ （ SEL ) の確認等）が可能となります。なお、リモートマネージメント 
カードの詳細については、リモートマネージメントカードの ユーザーズ ガイドをご覧く 
ださい（障害通報リモート制御には、別途 IP アドレスなどの設をが必要です）。 


wO オプシヨンのリモートマネージメントカードを装着している場合に表示され 
Ito るメニューです。 


• システムマネージメント機能 

リモートマネージメントカードによる通報機能や管理用 PC からのリモート制御機能を 
使用するための設をを行います。 



オプシヨンのリモートマネージメントカードを装着している場合に表示され 
るメニューです。 


• ヘルプ 

EXPRESS 目 UILDER のを種機能に関する説明を表示します。 

• トップメニューに戻る 

EXPRESS 巨 UILDER トップメニューを表示します。 
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ンソールレスメニ 


EXPRESSBULDER は、本体に羊ーボードなどの〕ンソールが接続されていなくてもを種 
セットアップを管理用コンピュータ（管理 PC ) から遠隔操作することができる「コンソール 
レス」機能を持っています。 


• 本装置 m がのコンピュータおよび他の Express 日800シリーズに使用し 
ないでください。故障の原因となりまず。 

• コンソールレス時の使用は、本体のマウス/キーボードコネクタにキー 
ボードが接続されていないことび条件です。本体にキーボード （USB 
キーボードは除く）び接続されていると、 EXPRESSBUILDER はコン 
ソールびあると判断し、コンソールレス動作を行いません償理 PC にメ 
ニューを表示しません)。 


起動方法 

起動方法は、オプションのリモートマネージメントカードの装着の場合にのみ実行できます。 

• LAN 接続された管理 PC から実行する 

• ダイレクト接続 （ COM 目）された管理 PC から実行する 

起動方まの手順については、この章の rMWAJ -「コンソールが接続されていない場合の 
コンフィグレーション方法」を参照してください。 



• BIOS セットアップユーティリティの Boot メニューで起動順序を変えな 
いでください。 CD - ROM ドライブび最初に起動するようになっていな 
いと使用でさません。 

• LAN 接続は標準 LAN ポートのみ使用可能です。 

• ダイレクト接続はシリアルポート B のみ使用可能です。 

• コンソールレスで本装置を違隔操作するためには、設定情報を格納した 
フ□ッピー ディスクが必要になります。 フォーマッ ト済みの フロッピー 
ディスクを用意しておいてください。 

• BIOS セットアップユーティリティを通常の終了方法 m がの手段（電源 
OFF やリセット）で終了するとリダイレクションび正常にでさない場合 
びあります。設定フアイルで再度設定を行ってください。 
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BIOS 設を情報はじ ( 下の値にセットされます。 

• LAN #1: [Enabled] 

参 Serial Port A: [Enabled] 

• Serial Port A I/O Address: [3F8] 

参 Serial Port A Interrupt: [4] 

参 Serial Port B: [Enabled] 

• Serial Port B I/O Address: に F8] 

参 Serial Port B Interrupt: [3] 

参 BIOS Redirection Port: [Serial B] 

• BIOS Redirection Baud Rate: [19.2k] 

• BIOS Redirection Flow Control: [CTS/RTS] 

• Console Type: [PC ANSI] 


メインメニュー 

管理 PC の画面上に表示されるメインメニューは次のとおりです。 



各種セツトアップを行う 


EXPRESSBUILDER が持つ 
機能を個別に起動ずる 


EXPRESSBUILDER の各種機能に 
関する説明を表示する 


EXPRESS 目 UILDER を終了ずる 


セットアップ 

本体の八ードウェア構成をチェックして、ディスクアレイコンフィグレーションおよび保守 
用パーティシヨンの設定を自動的に行います。 


をッ T ■ァ ッブ 















ソフトウェア編 211 


ツールメニュー 

メインメニューでツールを選択すると trF のメニューが表示されます。ツールメニューにあ 
る項目は、 「 EXPRESS 目 ULDER トップメニュー」の「ツールメニュー」の項目の中からコン 
ソールレスで使用できるもののみがあげられています。それぞれの機能については、前述の 
「 EXPRESS 目 ULDER トップメニュー」を参照してください。 


ツールメニュー 

- RA I D 情報のたーブ/リストア 



前述の FEXPRESSBUILDER 
トップメニュー」を参照 



それぞれの機能に関する説明を 
表示する 


メインメニューに戻る 


— "〇 「 EXPRESSBUILDER トップメニュ ー 」の「ツールメニュー」にある機能と 
比較すると次の点び異なりまず。 

• 「システム診断」の内容や操作方法（詳しくは、2己4ぺージを参照して 
<ださい） 

• 「サポートディスクの作成」で作成できるディスクの種類 
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マスターコントロールメニ 


Windows(Windows 95 JU 降、または Windows NT 4.0 JU 斷が動作しているコンピュータ上で 
添付の 「 EXPRESSBULDER 」 CD - ROM をセットすると、「マスターコント□-ルメニュー」 
が自動的に起動します。 


〇ォンラィンドキュ；》ント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


Master Control Menu 


O ソフトウェアの 
W セットアップ 




o わ 


Copyright NEC CorporoNon 


NEC 



システムの状態によっては自動的に起動しない場合があります。そのような場 
合は、 CD-ROM 上の次のファイルをエクスプローラ等から実行してください。 

CD-ROM のドライブレター :¥ MC ¥1 ST.EXE 


マスターコント□ールメニューからは、 Windows 上で動作するを種バンドルソフトウエアの 
インストールやオンラインド车ュメントを参照することができます。 


U - オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式の文書で提供されているものもあ 
か ります。このファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の 
Acrobat Reader がインストールされている必要があります。 Acrobat Reader が 
インストールされていないときは、はじめに[ソフトウェアのセットアップ] 
の [Acrobat Reader ] を還択して、 Acrobat Reader をインストールしておいて 
ください。 


マスター コント□ールメニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をク 
リックするか、ちクリックして現れるショートカットメニューを使用してください。また、 
一部のメニュー項目は、メニューが動作しているシステム•権限で実行できないとき、グレ 
イアウト表示され選択できません。適切なシステム-権限で実行してください。 


W -0 CD - ROM をドライブか5取り出す前に、マスターコント□—ルメニューおよ 
びメニューか5起動されたオンラインドキュメント、各種ツールは終了させて 
おいて < ださい。 
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ExpressPicnic 


「 ExpressPicnic ®」 は、 EXPRESSBULDER のシームレスセットアップで使用する「セット 
アップパラメータ FD 」 を作成するツールです。 


EXPRESS 目 ULDER と ExpressPicnic で作成したセットアップパラメータ FD を使ってセット 
アップをずると、いくつかの確認のための羊一入力を除き 0 S のインストールからを種ユー 
ティリティのインス!'''ールまでのセットアップを自動で行えます。また、再インス!-ールの 
ときに前回と同じ設をでインストールすることができます。「セットアップパラメータ FD 」 
を作成して、 EXPRESS 目 ULDER からセツトアップすることをお勤めします。 



「セットアップパラメータ FD 」 がなくても Windows Server 2003または 
Windows 2000をインストールすることはできます。また、「セットアップパラ 
メータ FD 」 は、 EXPRESSBUILDER を使ったセットアップの途中でイ霞正•作 
成することもできます。 


セットアップパラメータ FD の作成 


OS をインストールするために必要なセットアップ情報を設をし、「セットアップパラメータ 
FD 」 を作成します。じ(下の手順に従ってください。 



ExpressPicnic は PC 98- NX シリーズ. PC - 9800シリーズ. PC - AT 互換機で動作 
します。 


1 . 日 S を起動する。 

2. 添付の EXPRESS 巨 UILDER CD - R 日 M を CD - R 日 M ドライブにセツトする。 
マスター コント □ールメニューが 表示されます。 

3. 画面上でちクリックするか、[ソフトウェアのセットアップ]を左クリックする。 

メニューが表示されます。 


〇オンラインドキュタント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


Master Control Menu 


I ソフトクエアの 
セット 7 ツプ 


〇 




CopyrtgN NEC CorporoNon 


NEC 
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4. [ExpressPicnic] をクリックする。 

ExpressPicnic ウィンドウが表示されます。 

日.[ファイル]メニューの[情報ファイルの新規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイア□グボックスが表示されます。 



目.各項目を設定し、 [OK] をクリックする。 

[基本情報]ダイア□グボックスなど、セットアップ情報を設をするダイア□グ 
ボ、ソクスが順に表示されます。 



7. メッセージに従ってダイア□グボックスの各項目を設定し、[次へ]をクリックす 
る。 

セットアップ情報の設をが完了すると、[ファイル指定]ダイア□グボックスが表 
W されます。 

[キャンセル]をクリックすると設定した内容が消えてしまいます。 
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を本巧巧 


巧*マシン "奪リ m が 历―― — 1 ,1 

インストールパス | Windot-*s 





任巧かトティシ3ン 


、 H 巧のバーテイシ3ン 


广を巧が 
C ヴイズ巧を 
| 81 ^ 


P ス P イルシステムを NTFS へ来な 


MB (4095~999999 MB) 


<巧る也） I 次へ(が >/ キ*シたル I 

—- 


ヘルプ I 



使用者名と会社名を日本語で設をする場合は、 ExpressPicnic で設をしてくださ 
い。シームレスセットアップ中に日本語で入力することはできません。ただし、 
シームレスセットアップを使ったインストールを完了後、ログオンのときに表 
示されるポップアップ画面で再入力し直すことができます。 


8. [セットアップパラメータ FD] チェックボックスをオンになっていることを 確認 
し、[ファイル名]ボックスにセットアップ情報のファイル名を入力する。 



9.1.44 MB でフォーマツト済みのフ□ツピーディスクをフ□ツピーディスクドライ 
ブにセットし、[日のをクリックする。 


「セットアップパラメ-夕の」が作成できました。「セットアップパラメータ FD 」 は 
Windows Server 2003または Windows 2000をインストールするときに使用します。ラべ 
) レを貼り大切に保管してください。 



• 各項目の設を内容についてはヘルプを参照してください。 

• 既存の情報ファイル（セットアップパラメータ FD ) を修正する場合は、 
ExpressPicnic ウィンドウの[情報ファイルの修正]をクリックしてくだ 
さい。ヘルプを参照して情報ファイルを修正してください。 



























216 ExpressPicnic 



ンのインス I ル 


EXPRESS 目 UILDER CD - ROM でサポートしていないアプリケーションを追力□でインストール 
する場合は、じ(下の手順に従って「セットアップパラメータ FD 」 を作成してください。 


W -0 追加でインス!ルずるアプリケーシヨンは、シームレスセットアップに対応 
している必要があります。 


1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （21 3ぺージ参照)。 

2. [ファイル]メニューの[情報ファイルの新規作成]をクリックする。 

[ディスクの設を]ダイア□グボックスが表示されます。 



3. 各項目を設定し、 [OK] をクリックする。 

[基本情報]ダイア□グボックスなど、セットアップ情報を設定するダイア□グ 
ボ、ソクスが順に表示されます。 



4. メッセージに従ってダイア□グボックスの各項目を設定し、[次へ]をクリックす 
る。 


[キャンセル]をクリックすると入力した内容が消えてしまいます。 

区エック I 
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日.[アプリケーションの設定]が表示されたら、[追加アプリケーションのインス!-一 
ル]にチェックを入れる。 



6. [ファイル指定]ダイア□グボックスが表示されたら、[セットアップパラメータ 
FD] チェックボックスがオンになっていることを確認し、[ファイル名]ボックス 
にセツトアップ情報のファイル名を入力する。 


7.1.44 MB でフォーマット済みのフ□ッピーディスクをフ□ッピーディスクドライ 
ブにセットし、[日のをクリックする。 
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大容量記憶装置ドライパのインストール 


シームレスセットアップに対応しているオプションの大容量記憶装置ドライバをインストー 
ルする場合は、 ]：> (下の手順に従って「セットアップパラメータ FD 」 を作成してください。 

1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （21 3ぺージ参照)。 

2. [ファイル]メニューの[情報ファイルの新規作成]をクリックする。 

[ディスクの設を]ダイア□グボックスが表示されます。 



3. 各項目を設定し、 [OK] をクリックする。 

[基本情報]ダイア□グボックスなど、セットアップ情報を設をするダイア□グ 
ボ、ソクスが順に表示されます。 



4. メッセージに従ってダイア□グボックスの各項目を設定し、[次へ]をクリックす 






[キャンセル]をクリックすると入力した内容が消えてしまいます。 






































ソフトウェア編 219 


日.[アプリケーションの設定]が表示されたら、[大容量記憶装置用日 EM-FD の適用] 
にチェックを入れる。 


アブリケーシヨンの設定 


r アブリケーシヨンの設ち 
17 ESMPRO 
厂 Global Array Manager 
「 Power Console Plus 
广 Fa が Check 

厂 ArrayRecoveryTool [ 

广自助クリーンアツブシール I 

ロエクスブレス巧都サービス 

r Adaptec Storage Manager - Browser Edition 


4 



I Promise Array Management 


ユーザ/ヴルーブ登録 
グルーブの巧巧 

設定1 

ューヴ巧ぶ 

設定1 


P ホを畳記 I 情な董巧 OEM-FD の 5® 巧 i 

n ;色ホ〇で一 I I わ■一ぐ,—-•つし 一 II 


く戻る(昼） 


キャン•虹し J ヘルプ^ 


6. [ファイル指定」ダイア□グボックスが表示されたら、[セットアップパラメータ 
FD] チェックボックスがオンになっていることを確認し、[ファイル名]ボックス 
にセットアップ情報のファイル名を入力する。 

7.1.44 M 巨でフオーマット済みのフ□ッピーディスクをフ□ッピーディスクドライ 
ブにセットし、[日のをクリックする。 
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巧動機からの情報採取 


ExpressPicnic が、起動しているマシン作 xpress 5800シリー刀のセットアップ情報を自 
動的に採取し、セットアップ情報ファイルを作成します。 

^ • ユーザ/グループ情報は探取できません。 

• アプリケーシヨンで設定情報を探取できるのは、 ESMPRO/ 
ServerAgent だけです。 

• 取得できない情報に関しては、既定値を表示しています。 

• Windows 2000のみサポートしています。 


1. ExpressPicnic ウインドウを表示させる （21 3ぺージ参照)。 

2. [オプション]メニューの[稼動機からの情報採取]をクリックする。 

採取後は、確認/修正画面に移ります。初期値が、採取したデータ I こなっているこ 
とを除けば「情報ファイルの新規作成」、あるいは「情報ファイル修正」と同じで 
す。 
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大量インス I ル 


ベースとなるセットアップ情報ファイルを指をし、マシンごとに変更する必要のあるパラ 
メータのみ修正して、複数のセットアップ情報ファイルを作成します (Windows Server 
2003はサポートしていません)。 

1. ExpressPicnic ウインドウを表示させる （21 3ぺージ参照)。 

2. [オプション]メニューの[大量インス!ルのアシスト]をクリックする。 



3. [ファイルを開く]画面でベースとなるセットアップ情報ファイルを選択する。 

ベースとなるセットアップ情報ファイルの設定値がリストの一番上の欄に表示され 
ます。 

4. [追加]をクリックする。 
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日.ベースとなるセツトアップ情報ファイルから変更するパラメータを設定する。 



目.[日のをクリックする。 

リストに追力□した情報が表示されます。 

7. ファイル名を選択し、 [FD 作成]をクリックする。 

選択したファイルをのセットアップパラメータ FD を作成します。 
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本体用バンドルソフトウエア 

本体にバンドルされているソフトウエアの紹介およびインストールの方まについて簡単に說 
明します。詳細はオンラインド羊ュメントをご覧ください。 


ESMPRO/ServerAeent (Windows 版 ) 


ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）は本装置にインストールする本体監視用アプリケー 

シヨンです。 

EXPRESSBULDER のシームレスセットアップで自動的にインス I ルすることができます。 
ここでは個別にインストールする場合に知っておいていただきたいを意事項とインス I -ール 
の手順を説明します。 



運用上のを意事項については、添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM 内の才 
ンラインドキュメント 「 ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）インストレー 
シヨンガイド」 に記載しています。ご覧ください。 


インス I ル前の準備 


ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）を動作させるためには対象 OS の TCP / IP と TCP / IP 関 
連コンポーネントの SNMP の設定が必要です。 

• ネットワークサービスの設定 

プ〇トコルは TCP / IP を使用してください。 TCP / IP の設定じついてはスタートメニュー 
から起動する r ヘルプ」を参照してください。 

• SNMP サービスの設定 

コミュニティをに 「 public 」、 トラップ送信先に送信先 IP アドレスを使います。 
ESMPRO / Se 「 ve 「 Ma ^ lage 「側の設をで受信するトラップのコミュニティをデフォルトの 
「*」から変更した場合は、£31\/^民0/56「ソ6「1\/1311396「側で新しく設定：したコミュニティ 
をと同じを前を入力します。 
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インストール 


ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）のインス! -- ルは添付の EXPRESS 目 ULDER CD - 
ROM を使用します。本装置の 0 S が起動した後、 Autorun で表示されるメニューから[ソフ 
トウエアのセットアップ]- [ ESMPRO ] - [ ESMPRO/ServerAgen 口の順にクリックし 
てください。じ(降はダイア□グボックス中のメッセージじ従ってインストールしてください。 


圃 


〇オンラインドキュタント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 




• 管理者権限のあるアカウント ( administrator ) でシステムに□グインし 

Ito てください。 

• リモートマネージメントカード(オプション)を着脱した場合は必ず、 
ESMPRO / ServerA 呂 ent の更新インス I -- ルを実行してください。 
更新インストールを実行しなかった場合、装置の情報び正しく取得でき 
なくなります。 


ネットワーク上の CD-ROM ドライブから実行する場合は、ネットワークドライブの割り当て 
を行った後、そのドライブから起動してください。ェクスプ□ーラのネットワークコン 
ピュータからは起動しないでください。 



アップデートインストールについて 

ESMPRO / ServerAgent がすでにインストールされている場合は、次のメッセー 
ジが表示されます。 

「 ESMPRO / ServerAgent が既にインストールされています。」 

メッセージに従って処理してください。 
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インスI-ール後の確認 

ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）をインストールした後に次の手順で正しくインス 
トールされていることを磕認してください。 


1. 本装置を再起動する。 

2. イベント□グを開く。 

3. イベント□グに ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）の監視ヴービスに関す 
るエラーが登録されていないことを確認する。 

エラーが登録されている場合は、正しくインストールされていません。もう一度は 
じめからインスI-ールし直してください。 


リモートマネージメントカード（オプション）の着脱について 

オプションのリモートマネージメントカード（オプション）を着脱した場合は必ず、 ESMPRO/ 
ServerAgent の更新インストールを実行してください。更新インスIルを実行しなかった場 
合、装置の情報が正し<取得できな<なります。 
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Power Console Plus ( サーパ ) 


Power Console Plus は LSI - Logic 製ディスクアレイコント日ーラシステムを構築しているシ 
ステムの監視-管理用のアプリケーションです。 

Power Console 円 us の動作環境や操作手順については、 EXPRESSBULDER 内じあるオンラ 
インド车ュメント 「Power Console Plus ユーザーズガイド」を参照してください。 

カスタムインスI-ールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に Power Console 円 us があらかじめインストールされている場合が 
あります。このままでも使用できますが、後述の [Power Console Plus けーパ）の環境設 
を」 I こ記載の内容の設をを行うことをお勤めします。また、リモートからの監視をする場合 
は別途 、 Power Console Plus (管理 PC ) をインストールしてください。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

Power Console Plus は添付の 「 EXPRESSBULDER 」 に収められている自動インストール 
ツール「シームレスセットアップ」を使ってインス!-ールできます。 

シームレスセットアップを開始すると、アプリケーションを設をするダイア□グボックスが 
表示されます。ここで 「Power Console Plus 」 を選択してください。なお、シームレスセッ 
トアップ後は後述の環境設ををして<ださい。また、リモートからの監視をする場合は別途、 
Power Console Plus (管理 PC ) をインストールしてください。 


手動インス!-ール（新規インス!-ール） 

手動でインストールする場合はじ(下の説明を参考にしてインストールをしてください。イン 
ストールに関する詳しい手順と操作方まについては EXPRESS 目 ULDER 内にあるオンライン 
ド羊ュメント 「Power Console Plus ユーザーズガイド」を参照してください。 

Power Console Plus (ヴーパ')をインストールする前に 

Power Console Plus けーバ）をインストールするときは、次に示す準備をしておく必要が 
あります。 

• LSI - Logic 製のディスクアレイコント日ーラがシステムに取りがけられていること 

• LSI - Logic 製のディスクアレイコント□ーラのドライバが組み a まれていること 

• Windows の SNMP サービスが組み a まれていること 

• Windows の TCP / IP の設定:が終了していること 

• EXPRESS 目 UILDER を使用したシステムのアップデートが終了していること 

• Administrators グループで□グオンされていること 

• Internet Explorer 5.5 J ： i 降がインストールされていること 
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Power Console Plus ( ヴーパ')のインストール手順 

Power Console Plus (サーバ）のインストールは添付の EXPRESS 巨 ULDER CD - ROM を使 
用します。 Windows では EXPRESS 巨 UILDER を CD - ROM ドライブにセット後、 Autorun で表 
示されるメニューから[ソフトウェアのセットアップ]- [ ESMPRO ]- [関連ユーティ 
リティメニューへ ]— [Power Console Plus ] の順にクリックします。 


が PRESSBU 比 DER 


〇オンラインドキユタント 



Copyright NEC CorporoNon 


NEC 


ここで表示されるセットアップオプションの選択でインストールするコンポーネントとして 
「サーバ」または「サーバ十管理サーバ」をチェックし、[次へ]をクリックしてください。 
じ(降はダイア□グボックスのメッセージじ従ってインストールしてください。なお、インス 
トール後は後述の環境設ををしてください。また、リモートからの監視をする場合は別途、 
Power Console Plus (管理 PC ) をインストールしてください。 



上記記述の管埋サーバはネットワークで接続されたすべてのサーバおよび管 
埋 PC を管埋するコンピュータとしてネットワーク内に1つを義します。 


Power Console Plus ( ヴーパ')の環境設定 

• HOSTS ファイルの設定 

ネットワーク経由で制御する場合はすべてのサーバ/管理 PC および管理サーバの IP アド 
レスとホストをを登録してください。サーバ内でのみ制御する場合はこの作業は不要で 
す。 

• REGSERV.DAT の設定 

ネットワーク経由で制御する場合は管理サーバのホストををすでにある riocalhost 」 の 
設定と置き換えしてください。サーバ内でのみ制御する場合はこの作業は不要です。 

• パスワードファイルのアクセス権設定 

rc :¥ Winnt ¥ System 32¥ drivers ¥ etc ¥ raidpass.valJ ( c :¥ Wimt は、 Windows の一般的 
なインストール先フォルダです)をセキュリティ保持の観点から NTFS ファイルアクセス 
権を Administrator 権限などに変更してください。 
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Adaptec storage ManagerT^. Browser Edition 


Adaptec Storage Manager ™ - Browser Edition ( JU 下 ASMBE と略記します)は装置に標準装 
倩された SATA インタフエースを利用したディスクアレイシステム ( HostRAID ™) の監視•管 
理を行う Web ベースのアプリケーションです。 ASM 巨 E を使用することで、システム運用 
中の HostRAID iM の保守やイベント監視じよる通報を行うことができます。 

ASMBE のインス I -- ルおよび操作方まについては、添付の EXPRESSBULDER CD - ROM 内 
のオンラインドキュメント r Adaptec Storage Manage'^ _ Browser Edition ユーザーズマ 
ニュアル」を参照してください。この説明書には運用にあたってを意すべきことも掲載して 
います。運用開始前に必ずお読みください。 


wO HostRAID のアレイ保守操作似がは ASMBE のブラウザ表示を終了させてお 
いて<ださい。 


カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に ASMBE があらかじめインス I -ールされている場合があります。 
この場合、この他に管理 PC 側の Internet Explorer の設をや通報監視についての設をなどが必 
要な場合があります。 rEXPRESSBUILDERJ 内のオンラインド羊ュメント 「Adaptec 
Storage Manager ^^ - Browser Edition ユーザー ズ マニュアル」 の付録を参照し、設定!をし 
てください。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

ASM 巨 E は添付の rEXPRESSBUILDERJ に収められている自動インストールツール「シー 
ムレスセットアップ」 を使ってインストールできます。シームレスセットアップを開始する 
と、アプリケーションを設定するダイア□グボックスが表示されます。ここで 「Adaptec 
Storage Manager ^^ - Browser Edition 」 を選択してください。 

この他に、管理 PC 側の Internet Explorer の設をや通報監視についての設をなどが必要な場合 
があります。 rEXPRESSBUILDERJ 内のオンラインド羊ュメント 「Adaptec Storage 
Manager ™ - Browser Edition ユーザーズマニュアル」の付録を参照し、設定をしてくださ 
い。 


手動インストール(新規インストール） 

手動で ASMBE をインストールする場合は rEXPRESSBUILDERJ 内のオンラインド羊ュメ 
ント rAdaptec Storage Manager^M - Browser Edition ユーザーズマニュアル」を参照して 
ください。 
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エクスプレス通報ヴービス 


エクスプレス通報サービスに登録することにより、システムじ発生する障害情報（予防保守 
情報含む）を電子メールやモデム経由で保守センターに自動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察知したり、障害発生時に迅速 
に保守を行ったりすることができます。 

また、お客様のサーバ上で動作するエクスプレス通報サービスと、クライアント上で動作す 
るシステム監視サービス （ DMtOOL ) を連携させることでシステムを安定に稼働させるこ 
とができる、クライアント/サーバ型の保守サービス （ PC 通報連携機能）を提供しています。 

カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時にエクスプレス通報サービスがあらかじめインストールされている 
場合もあります。インス I '''ール済みのエクスプレス通報サービスはまだ無効じなっておりま 
す。必要な契約を行い、通報開局 FD を入手してから、次の操作を行うとエクスプレス通報 
サービスは有効になります。エクスプレス通報サービス有効後は EXPRESS 目 ULDER 内にあ 
るオンラインド羊ュメント「エクスプレス通報サービスインストレーシヨンガイド」を参照 
して設をしてください。 


セットアップに必要な契約 

エクスプレス通報サービスを有効にするには、じ(下の契約等が必要となりますので、あらか 
じめ準備してください。 

• 本体の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済みで 
ないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細については、 
お買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送付される通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 
FD が到着してから、セツトアップを行ってください。 


エクスプレス通報サービスを有効にずる操作 

次の手順で購入時にインストール済みのエクスプレス通報サービスの機能を有効にします。 

1. [コント□-ルパネル]の忙 SMPR 日/ ServerA 呂 ent ] を選択する。 

2. [全般]タブの[通報の設定]をクリックする。 

アラートマネージャ設定ツールが起動します。 

3. [ツール]メニューの[エクスプレス通報サービス]、[サーバ]を選択する。 
[エクスプレス 通報 サービスセッ ト アップユーティ リ ティ] が起動します。 

4. 通報開局 FD をフ□ッピーディスクドライブにセットし、通報開局 FD を読み込む。 
エクスプレス通報サービスが有効となります。 
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手動インストール（新規インストール） 

手動でインス I -ールする場合は、 W 下の説明を参考にしてインストールしてください。 

エクスプレス通報サービスのセットアップ環境 

エクスプレス通報サービスをセットアップするためには、じ(下の環境が必要です。 

ノ、ードウェア 

• メモリ 

18.0 M 目 上 

• 八ードディスクの空き容量 
30.0 MBW 上 

参 メールサーバ 

電子メール経由の通報を使用する場合、 SMTP をサポートしているメールサーバが必要 
です。 


ソフトウェア 

• 添伽 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 CD - ROM 内の ESMPRO/ServerAgent 

• 上記、 ESMPRO / ServerAgent がサポートする 0 S 

• マネージャ経由の通報を使用する場合は、マネージャ側に W 下の環境が必要です。 
ESMPRO/ServerManager + ESMPRO/AlertManager Ve 「.3.4 JU 降 

* 監視対象となる サーバ に インス トールされている ESMPRO / ServerAgent のバージョ 
ン W 上を使用してください。 

(例)監視対象となるサーバにインス I ルされている ESMPRO / ServerAgent のバー 
ジョン 3.8 の場合、パージョンが 3.8 J ： i 上の ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「が必要です。 


セットアップに必要な契約 

セットアップを行うには、じ(下の契約等が必要となりますので、あらかじめ準備してくださ 
い。 

• 本体の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済みで 
ないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細については、 
お買い求めの販売店にお問い合わせ<ださい。 

• 通報開局 FD 

契約後送付される通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 
FD が到着してから、セットアップを行ってください。 


エクスプレス通報サービスのセットアップじついては、「オンラインド羊ュメント」を参照し 
てください。 
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PC 通報連携機能 

PC 通報連携機能は、クライアントで発生した障害の情報を電子メールやモデム経由で保守セ 
ンターに自動通報するサービスです。このサービスを使用することじより、クライアントの 
障害を事前に察知したり、障害発生時、すみやかに保守することができます。 

PC 通報連携機能のセットアップについては、「オンラインド羊ュメント」を参照してくださ 
い。 

また、別途 PC 通報連携機能での契約が必要となります。お買い求めの販売店、または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 
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テー プ監視 ツール 


テープ監視ツールは、本体に接続されたテープドライブならびじ使用しているテープメディ 
アの状態を監視するユーティリティです。 

へ、ソドのミちれや不良テープの使用などじよるバックアップファイルの消失やバックアップの 
失敗などを防止するために、本体にテープドライブが接続されている場合にはこのユーティ 
リティをインストールすることをお勤めします。 

カスタムインスI-ールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時にテープ監視、ソールがあらかじめインストールされている場合もあ 
ります。インストール済みのテープ監視ツールのサービスを次のように設をしてください。 
サービスの設をは[コント□ールパネル]の[サービス]をダブルクリックすると起動しま 
す。 

• 選択するサービスを 
TapeAlertChecker 

• スタートアップの種類 
自動 

• □グオン 
システムアカウント 

[デスクトップとの対話をサービスに許可]にチェック 

サービスに [ TapeAlertChecker ] がない場合は、装置にインストールされていません 。次の 
「手動インストール（新規インストール）」を参照してインストールしてください。 


手動インス!-ール（新規インス!-ール） 

手動でインス!-ールする場合は、 W 下の説明を参考にしてインストールしてください。詳し 
くはオンラインド羊ュメントの「テープ監視ツールセットアップガイド」をご覧ください。 
オンラインド羊ュメントは、添付の 「 EXPRESSBULDER 」 CD - ROM の次のディレクトリに 
PDF ファイルで格納されています。 

CD - ROM のドライブレター :¥ TpTool ¥ SG _ TPn.pdf ( n : パーシヨンによって数字が異 
なる） 


動作環境 

ノ、ードウエア 

• インストールする装置 

Express 5800/50、100、600シリーズ本体 

• メモリ 

500 KBJU 上 


八ードディスクの空き容量 
2.2 M 目 W 上 
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ソフトウエア 

• オペレーティングシステム 

- Microsoft Windows NT 4.0日本語版（サービスパック5じ(降） 

— Microsoft Windows 2000日本語版 

Microsoft Windows Server 2003および Microsoft Windows XP はサポートしていませ 
ん。 

• アプリケーション 

- ARCserve J 6.0 for Windows NT ( SP 3) (全エディション） 

— ARCserve J 6.5 for Windows NT (全エディション、 Pa に h 07 が必要） 

- ARCservelT J 6.61 for Windows NT (全エディション） 

- ARCserve 2000 ( SP 2) (全エディション） 

— BackupExec for Windows NT Ver .7.3 
— BackupExec for Windows NT Ver .8.5 
- NTBackup (Windows NT 標準装備のバックアップツール） 

-# 目 KUP 

その他のバージョン、またはアプリケーションじついては弊社までお問い合わせください。 


監視対象装置 

テープ監視ツールで監視できるテープドライブは次のとおりです （2003 年9月現在）。 

• 内蔵/外付 AIT N 8151 -28/-34/-34 A /-4 1 /-41 A /-44/-46. N 8551-19/-28/-34、 
N 8560-16 

• 内蔵/外が川 T 集合型 N 8151 -297-36. N 8551-20/-29/-36、 N 8560-17 

• 内蔵/外付 DAT ( DDS 3) N 8151-12 BC 、 N 8551-12/-12 A /-12 BC . N 8560-12/- 
12 AC 

• 内蔵/外付 DAT 集合型 ( DDS 3) N 8151 - 1 3 AC 、 N 8551-13/-1 3 AC 、 N 8560-13/- 
13 AC 

• 内蔵 TRAVAN N 855 1-21 
• 外付 TRAVAN 集合型 N 8560-19 

• 内蔵/外付 DAT ( DDS 4) N 8151-26/-43/-45、 N 8551-26、 N 8560 -22 
• 内蔵/外が DAT 集合型 ( DDS 4) N 8151-27、 N 8551-27、 N 8560 -23 
• 内蔵 SLOT N 815 1-38 
• 内蔵 LT 0 N 8151-37/-40 
• 外付 LT 0 N 8160 -39 

対象ドライブとバックアップソフトの対応につきましては NEC の Web 情報ページにある 
「NEC 8番街 （ h 啼: // necS . com /)」 の「サポート情報」一「商品情報•消耗品 
作 xpress 5800 •テクニカルガイド）」にある「バックアップ装置」を確認してください。 
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インストール手順 

添付の rEXPRESSBULDERJ CD - ROM の次のディレクトリにある 「 setup . exe 」 をエクス 
プ□ーラなどから起動して<ださい。 

CD - ROM のドライブレター :¥ TpTool ¥ setup.exe 

降は画面に表示されるメッセージに従ってください。詳しくはオンラインドキュメントで 
説明しています。 

インス!-ールの完了後、サービスが動作していることを磕認してください。「カスタムインス 
トールモデルでのセットアップ」の説明を参照してください。 

監視についての詳細な設をは、 ini ファイルを編集することで変更できます。 ini ファイルは 
rC:¥Program Files ¥ TapeAlertChecker ¥ CtrLiniJ です（デフォルトの設定でインストールし 
た場合)。設をの詳細についてはオンラインド羊ュメントをご覧ください。 
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ESMPRO/UPSController Ver.2.1 


目 TO (ビルド•トウ•才ーダー)でインストールされる ESMPRO/UPSController Ver .2.1 に 
ついて説明します。 



ビルド.トゥ.才ーダーで指をされたバンドルソフトウェア、あるいは才一 
ダーされたソフトウェアです。 なお、 EXPRESSBUILDER には含まれていませ 

ん。 


インス I ル済みの ESMPRO / UPSController のセットアップ 

出)荷時に 「 ESMPRO / UPSController 」 がインス! -- ル済みの場合がありますが、設を値はデ 
フォルト値のままになっている場合があります。 

ここで示す手順に従ってお客様のご使用環境に合わせた状態にセツトアップしてください。 


ESMPRO / UPSController ヴービス （ SPOC-I Service ) の起動 

[サービスコント□-ルマネージャ]を開き、 [ SPOC-I Service ] を開始してください。 
すでに、 [ SPOC-I Service ] が開始されている場合はそのままでかまいません。[コント □— 
ルパネル]を閉じてください。 


動作確認 

SPOC-I Service が起動後、約1分 t (上経過してから次の方まで動作を確認します。 

動作確認は、「磕認1」、「磕認2」の両方とも行ってください。「磕認1」、「磕認2」の両方が 
「正常」な場合は、動作に問題ありません。この後の「設定変更」に示すの処理を行う必要は 
ありません。 

• 確認1イベントビューアによる確認 

Windows の「イベントビューア」で ESMPRO / UPSController が正常に起動しているこ 
とを磕認してください。 

1. [イベントビューア]を起動する。 

2. [イベントビューア]のメニューバーからにグ]を選択し、[システム]を選ぶ。 

3. 上記により表示されたイベントの中から[ソース]名が 「 SP 日 C-I Service 」 のも 
のを選ぶ。 

4. イベントの[詳細]を表示し、下のイベントの[説明]があることを確認する。 

[正常] UPS 通信開始 

[異常] UPS 通信 エラー （無応答） 

このイベントが存在した場合、この後の「設を変更」を参照して 
ESMPRO / UPSController の設定:を変更してください。 

• 確認2 ESMPRO / UPSController の GUI による確認 

「確認1」で「正常」を確認した後、 GUI で UPS の情報が正しく表示されていることを確 
認してください。 
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1. [スタート]メニューの[プ□グラム] 一 [ESMPR 日 - UPSController ] — 
[UPSController 巧-':/''ヤ]を起動する。 

起動方まの詳細は、別冊の ESMPRO / UPSController の「セットアップカード」を 
参照してください。 

2. [UPSController 巧-':/''ヤ]のメイン画面（チヤート）で UPS の情報が表示されて 
いることを確認する。 

[正常] UPS 情報の「商用電源の値（ V )」、「商用最大電圧の値（ V )」、「商用最ル 
電圧の値（ V )」、「負荷容量の値（％)」等が表示される。 

[異常] UPS 情報の「商用電源の値（ V )」、「商用最大電圧の値（ V )」、「商用最ル 
電圧の値（ V )」、「負荷容量の値（％)」等が表示されない。 

この後の「設定変更」を参照して ESMPRO / UPSController の設定を変更してくだ 
さい。 


設定変更 

「動作確認」の「確認1」、または「磕認2」で「異常」だった場合は、次の設を内容を確認し 
て設をを変更してください。 


1. [スタート]メニューの[プ□グラム] 一 [ESMPR 日 - UPSController ] — 
[UPSController 巧-'：/''ャ]を起動する。 

起動方まの詳細は、別冊の ESMPRO / UPSController の「セットアップカード」を 
参照してください。 

2. [UPSController 7ネ-シ''巾]のメニューバーより、驗赶-[動作環境の設定]を選 
択し、下記の設定画面を表示し、各設定内容を確認する。 


が卞の 
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コンピュータと UPS の通信を行う 
COM ポート番号を正しぐ設定ず 

る。 


使用ずる UPS を正しく設定ず 
る。 


ESMPRO / 

AutomaticRunningController と 
連携して使用する場合に「する」 
を設定ずる。 


3. 正しく設定した後、 [UPSController 巧-':/''ャ]のメニューバーより、[ファイル] 
-[上書さ保存]を選択し、設定を保存する。 
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4. [コント□ールパネル]の[サービス]を開き、 [ SP 日 C-I Service ] を再起動す 
る。 

日. 23日ぺージの動作確認をする。 


新規インストール 

ESMPRO/UPSController Ver .2.1 を新規にインストールする手順を説明します。 


ESMPRO / UPSController のアンインス I -- ル 

現在インス I -- ルされている ESMPRO / UPSController をアンインス I -- ルしてください。 
ESMPRO / UPSController のアンインス I —ルは、 「 ExpressServerStartup 」 の CD - ROM と 
「 ESMPRO/UPSController Ver .2.1( UL 1047-401 )J の Key-FD (羊ーディスク）を使って 
アンインストールしてください。 

ESMPRO / UPSController のアンインストールについての詳細は、別冊の ESMPR 0/ 
UPSController の「セットアップカード」を参照してください。アンインストール後は、必ず 
コンピュータを再起動してください。 


インストール 

ESMPRO / UPSController のインストールは、 「 ExpressServerStartup 」 の CD - ROM と 
「 ESMPRO/UPSController Ver .2.1 (UL 1047-401 )J の Key-FD (羊ーディスク）を使って 
インストールしてください。 

ESMPRO / UPSController のインストールについての詳細は、別冊の ESMPR 0/ 
UPSController の「セットアップカード」を参照してください。 


アップデートインス I -ール 

アップデートは次の手順に従ってください。 

1 . Administrators □—カルグループに所属するユーザーで□グオンする。 

2. 安全のために、必要最小限のアプリケーション （ Server サービスなど）を除くア 
プリケーションを終了する。 

3. 「スタートメニュー」一「設定」一「コント□ールパネル」一「サービス」で次の 
サービスを停止す る。 

SP 0 C-I Service 
ESMPRO/ARC Service 
SNMP Service 

4. に xpressServerSta け up 」 の CD - R 日 M を CD - R 日 M ドライブに、 「 ESMPR 日/ 
UPSController Ver 2.1 ( ULl 日 47-4 日 1)」 の Key-FD (キーディスク）をフ 
□ッピーディスクドライブにセットする。 

己.に xpressServerSta け up 」 CD - R 日 M の中にある 「 SETUP . EXE 」 を起動する。 

ESMPRO / UPSController のアップデートが開始されます。 

6. アップデート完了後、システムを再起動する。 
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7. 再起動後、 ESMPR 日/ UPSController マネージャを起動し、 ESMPR 日/ 
UPSController のバージョンを確認する。 

ESMPRO/UPSController Version 2.1 

JU 上でアップデートは終了です。 
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PowerChute plus Ver ■ 已 ■ 11 J/ 已 .2 J 


目 TO (ビルド•トウ•才ーダー)でインストールされる PowerChute 戶 /las Ver .5.11 J /5.2 J 
について説明します。 



ビルド.トゥ.才ーダーで指をされたバンドルソフトウェア、あるいは才一 
ダーされたソフトウェアです。 なお、 EXPRESSBUILDER には含まれていませ 

ん。 


カスタムインストールモデルでのセットアップ 

出!荷時に 「PowerChute plus ] がインストール済みの場合があります。ただし、 
PowerChute z ^/ las はデフォルト値の状態でインストールされています。 

ここで示す手順に従ってお客様のご使用環境に合わせた状態にセツトアップしてください。 


PowerChute plus サービス ( UPS-APC PowerChute plus Service ) の起動 


[コント 日ールパネル]の[サービス]を開き、 [ UPS-APC PowerChutep / L / sService ] を開 
始してください。すでに [ UPS-APC Powe に hute /3/ L / sService ] が開始されている場合はそ 
のままでかまいません。 [コント □ールパネル]を閉じてください。 


動作確認 

UPS-APC Pow げ Chute 戶 / usService が起動後、約1分 U 上経過してから次の方まで動作を確 
認します。 

動作確認は、「確認1」、「確認2」の両方とも行ってください。「確認1」、「確認2」の両方が 
「正常」な場合は、動作に問題ありません。この後の「設定変更」に示す処理を行う必要はあ 
りません。 

• 確認1イベントビューアによる確認 

Windows の「イベントビューア」で PowerChute p / las が正常に起動していることを磕 
認してください。 


1. [イベントビューア]を起動する。 

2. [イベントビューア]のメニューバーから[□グ ] を選択し、[システム]を選ぶ。 

3. 上記により表示されたイベントの中から[ソース]名が 「 UPS 」 のものを選ぶ。 

4. イベントの[詳細]を表示し、(下のイベントの[説明]があることを確認する。 

[正常] UPS との通信が磕立しました。 

[異常] UPS との通信が磕立できません。 

このイベントが存在した場合、この後の「設を変更」を参照して 
PowerChute z ^/ las の設をを変更してください。 

• 確認2 PowerChute p / as の GUI による確認 

「確認1」で「正常」を確認した後、次の手順で UPS の情報が正しく表示されていること 
を確認してください。 
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1. [スタート]メニューの[プ□グラム]- [ Power € hutePLUS ] - 
[ Power € hutePLUS ] を起動する。 

起動方法の詳細は PowerChute 戶 / US の「インストールガイド」を参照してくださ 
い。 

2. [ Pow が ChutePLUS ] のメイン画面（チヤート）で UPS の情報が表示されている 
ことを確認する。 

证剖データフィールドエリアの rups 化力」、「最ル電圧」、「最大電圧」、 rups 
温度」、「化力周波数」などが表示される。 

[異常] UPS 情報の rups 化力」、「最ル電圧」、「最大電圧」、 rups 温度」、「化力周 
波数」などがグレーアウトで表示されている。 

この後の「設を変更」を参照して Powe 「 Chute /3/ L / s の設をを変更して<だ 
さい。 


設定変更 


r 動作確認」の「確認1」、または「磕認2」で「異常」だった場合は、次の設を内容を確認し 
て設をを変更してください。 

1. [スタート]メニューの[プ□グラム]- [ Power € hutePLUS ] - 
[ PowerChutePLUS ] を起動する。 

起動方まの詳細は 、 PowerChute 戶 / LAS の「オンラインヘルプ」、または 
PowerChute 戶 / las じ添付の「ユーザーズガイド」を参照してください。 

2. [ Power € hutePLUS ] のメニューバーより、[構励-[通信パラメータ]を選 
択し、下記の設定画面を表示し、各設定内容を確認する。 


通信シグナルが 
[スマートシグナ 
リング]であるこ 
とを確認する。 


广がルス 巧巧が-卜 | C 0 M 3 ] 

にい げム誦防巧 IJ 「 


が-し4 \2m -I 


SMTP - 

SMTP け- jV を f 
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IPS がう別 - 
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コンピュータと UPS 
の通信を行う COM 
ポート番号を正し< 
設定する。 


3. 正しく設定した後、 [0 K ] をクリックし、 「 PowerChutePLUS 」 のメニューバ ー 
より、[システム]-[別のサーバを監視]を選択し、再度監視するサーバを選択 
する。 

4. 239ページの動作確認をする。 
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新規インス I -ール 

PowerChute 戶 /LAS の新規インストール（再インストール）については 、 PowerChute /^/las に 
添付の「インストールガイド」を参照してください。 
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管理 PC 用バンドルソフトウエア 

装置をネットワーク上から管理するための「管理 PC 」 を構築するために必要なバンドルソフ 
トウエアについて説明します。 


ESMPRO/ServerManager 


ESMPRO / ServerAgent がインストールされたコンピユータをネ、ソトワーク上の管理 PC から 
監視-管理するには、本体にバンドルされている ESMPRO / Se 「 ve 「 Ma ^ lage 「をお使いくださ 
い。 

管理 PC へのインストール方まや設をの詳細についてはオンラインド羊ュメントまたは 
ESMPRO のオンラインヘルプをご覧ください。 


りこ ESMPRO / ServerManager の使用にあたってのを意事項や補足説明がオンライ 

み ンドキュメントで説明されています。添付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 
内のオンラインドキュメント 「 ESMPRO / ServerManager インスト レーシヨ ン 
ガイド」を参照してください。 


MWA 


MWA は、ネットワーク上から管理 PC 作 SMPR 0/ Se 「 ve 「 ManageWlMtLTU 5]> 
ピュータ）を使用して、本体装置をリモート管理するためのアプリケーションです。 


w "0 MWA は、本体装置にオプションのリモートマネージメントカードを装着して 
いる場合のみ、本体装置をリモート管理できます。リモートマネージメント 
九ー ドを装着していない本装置とは正しく通信できません。 


MWA の機能や運用方まについては 、 EXPRESSBUILDER CD - ROM の W 下のパスに格納され 
ている 「 MWA ファーストステップガイド」を参照してください。 

CD - ROM のドライブ： ¥ mwa ¥ doc ¥ jp ¥ mwaJsg.pdf 



MWA のインストール方まは、オンラインドキュメントで説明します。 
「 MWA インストレーシヨンガイド」を参照してください。 


MWA でリモート管理可能な装置 

MWA が管理する対象装置は、目 MC または RomPil 饥を搭載した装置です。 

本装置は、オプションのリモートマネージメントカードを装着している場合のみ、 MWA か 
らリモート管理することができます。 

リモートマネージメントカードは BMC ( IPMI 1.5) を搭載しています。 
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注意事項 

「 MWA ファーストステップガイド」は、 MWA がリモート管理する対象装置全般についてミ凡 
用的に説明しています。 

MWA から本製品をリモート管理するにあたって、特にごを意いただきたい点を示します。 

• 本製品は、オプションのリモートマネージメントカードを装着している場合のみ、 
MWA からリモート管理することができます。 

• シリアルポート接続はシリアルポート B のみ使用可能です。 LAN 接続は標準 LAN ポート 
のみ使用可能です。 

• 本製品に対する LAN 経由のリモートコンソールは、 MWA 上の「リモートコンソールの 
動作指を」の設をに関わらず、 POST 終了後も続行します。 

• MWA は本製品のリモートドライブ機能をサポートしていません。リモートドライブの 
設をを行っても動作しません。 

• リモートコンソールを行う場合は巨 IOS セットアップで本体装置の [ Advanced ] - 
[Memory Configuration ] — [Memory Retest ] を [ No ] じ設をしてください。 


コンソールび接続されていない場合のコンフィグレーション方法 

本体に羊ーボードなどのコンソールが接続されていない場合、 EXPRESS 目 UILDER のコン 
ソールレス機能を使ってサーバ側のコンフィグレーションをして、サーバ上の目 IOS SETUP 
や DOS 、 ソールをリモート操作することができます。 

次の2つの方まがあります。 

• LAN 接続された管理 PC から実行する 

• ダイレクト接続された管理 PC から実行する 


LAN 接続された管理 PC か5実行する 

LAN 接続されている管理 PC から、 W 下の手順で実行します。 

1. MWA をインス!-ールした管理 PC を起動し、スタートメニューから[プ□グラム] 
- [ NECMWA ] - [ MWA ] の順にクリックする。 

MWA が起動し、初期画面の fRemote Control Manager 」 が表示されます。 



2. フオーマツト済みの 1.44 M 巨のフ□ツピーディスクを管理 PC のフ□ツピーディス 
クドライブにセツトする。 
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3. MWA の[ファイル]メニューから[コンフィグレーション]コマンドを選択して 
[コンフィグレーション]ダイア□グボックスを表示させる。 

4. [新規作成]をクリックして[設定モデルの選択（新規作成)]ダイア□グボックス 
を表示させる。 

日. [FD 書き込みを行ラ]にチェックし、管理対象装置のモデル名を選択する。 

管理対象装置の種類に応じたコンフィグレーションダイア□グボックスが表示され 
ます。 

モデルをは本体前面に印刷されています。 

6. コンフィグレーションダイア□グボックスで管理巧象装置の！; TF の情報を設定/登 
録する。 

ーコンピュータを（サーバを。管理対象装置を示す任意のを前） 

一 IP アドレス 
ーデフォルトゲートウェイ 
ー サ ブネ、ソ ト マスク 
-1次通報先僧理 PC の IP アドレス） 

7. 設定/登録後、(下のファイル名でフ□ッピーディスクに書さ込む。 

く コンフィグレーション 情報 ファイ ルを > 

CSL 丄 ESS.CFG 

8. サーバ名をちクリックして表示されるポップアップメニューから[プ□パティ]コ 
マンドを選択して[プ□パティ]ダイア□グボックスを表示させる。 

9. [プ□パティ]ダイア□グボックスが表示されたら、(下のよラに設定する。 

< [ ID ] ページ> 

接続形態： LAN 

< [アラート通知]ページ> 

[標準設定を使用する]のチェックを外して[アクティべート]のリセットに 
チェックする。 

10. サーバ名をちクリックして表示されるポップアップメニューから[リモートコン 
ソールの起動]コマンドを選択して [MWA Remote Console ] を開く。 
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11. サーバウィンドウ上でちクリックして表示されるポップアップメニューから[リ 
モートコンソールの動作指定]コマンドを選択して[リモートコンソールの動作指 
定]ダイア□グボックスを表示させ、 [MWA モードで実行]を選択する。 

12. 管理み 1象装置の CD-R 日 M ドライブに EXPRESS 巨 UILDER CD-R 日 M をセットし、 
コンフィグレーション情報ファイルを格納したフ□ッピーディスクをフ□ッピ ー 
ディスクドライブにセットする。 

13. 本体の電源を日 FF/ 日 N してシステムを再起動する。 

1回のリブート後、各種 PC の画面上にメインメニューが表示され、八ードウエアの 
セツトアップ、各種ユーティリティを管理 PC から実行できるようになります。 


りこ フロッピーディスク内のコンフィグレーシヨン情報ファイルの内容が管理が 

か 象装置に既に設をされている場合は、リブートせずにメインメニューが表示さ 
れます。 


14. 管理 PC の画面上にメインメニューが表示されたら、フ□ッピーディスクをフ□ッ 
ピーディスクドライブから取り出す。 

15. 管理 PC の画面上にメインメニューが表示されているときに、 MWA Remote 
Control Manager 上でヴーノく名をちクリックして表示されるポップアップメ 
ニューから[プ□パティ]コマンドを選択する。 

16. [プ□パティ]ダイア□グボックスの [ID] ページで[接続チェック]をクリック 
して、対象装置との接続を確認する。 

17. EXPRESSBUILDE 刊こ格納されていないツールを使用する場含は、 
EXPRESSBUILDER を終了し、 CD-R 日 M ドライブから取り出した後、 MWA の電 
源制御コマンドを使って電源日 FF/ON する。 

MWA Remote Control Manager 上で、サーバさ)をちクリ、ソクして表示されるポッ 
プア、ソプメニューから[電源制御]コマンドを選択することでサーバの電源を操作で 
きます。 


W "0 リモートコンソール接続での作業を終了した!5、[プ□パティ]ダイア□グボッ 
クスの[アクティべート]のリセットのチェックを外してください。 
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ダイレクト接続（シリアルポート巨）された管理 PC か5実行する 

本体のシリアルポート巨にダイレクト接続された管理 PC から、 u 下の手順で実行します。 


1.MWA をインス!-ールした管理 PC を起動し、スタートメニューから[プ□グラム] 
- [NECMWA] - [MWA] の順にクリックする。 

MWA が起動し、初期画面の fRemote Control Managed が表示されます。 



2. MWA® [ファイル]メニューから[環境設定]一[ダイレクト接続設定]の順に 
選択し、「ダイレクト接続設定」ダイア□グボックスを表示させ、(下のよラに設 
定する。 

<ダイレクト接続設を> 

ポート： 接続する管理 PC 側の COM ポート 

ポートレート： 19200 

フ□一 制御： RTS/CTS 

3. MWA® [ファイル]メニューから[コンフィグレーション]コマンドを選択して 
[コンフィグレーション]ダイア□グボックスを表示させる。 

4. [新規作成]をクリックして[設定モデルの選択（新規作成)]ダイア□グボックス 
を表示させる。 

日. [FD 書さ込みを行ラ]にチェックし、管理巧象装置のモデル名を選択する。 

管理対象装置の種類に応じたコンフィグレーションダイア□グボックスが表示され 
ます。 

モデルをは本体前面に印刷されています。 

目.コンフィグレーションダイア□グボックスで、コンピュータ名などのコンフィグ 
レーション情報を設定/登録後、のファイル名でフ□ッピーディスクに書き込 
む。 

くコン フィグレーショ ン情報 フ ァイルを> 

CSL 丄 ESS.CFG 

7. サーバ名をちクリックして表示されるポップアップメニューから[プ□パティ]コ 
マンドを選択して[プ□パティ]ダイア□グボックスを表示させる。 

8. [プ□パティ]ダイア□グボックスが表示されたら、 lil 下のよラに設定する。 

< [ ID ] ページ> 

接続形態 ： COM 

COM : ダイレクト（ク□スケーブル） 

9. ヴーバ名をちクリックして表示されるポップアップメニューから[リモートコン 
ソールの起動]コマンドを選択して [MWA Remote Console] を開く。 
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10. [MWA Remote Console] 上にヴーバウインドウが開いていることを確認して 
[接続]をクリックする。 

11. 管理対象装置のシリアルポート B に管理 PC をダイレクト接続する。 


12. 本体の CD-R 日 M ドライブに EXPRESS 巨 UILDER をセットし、コンフィグレー 

シ ヨン情報ファイルを格納したフ □ッ ピーディスクをフ □ッ ピーディスク ドライブ 
にセットする。 

13. 本体の電源を日 FF/ 日 N してシステムを再起動する。 

1回のリブート後、各種 PC の画面上にメインメニューが表示され、八ードウエアの 
セツトアップ、各種ユーティリティを管理 PC から実行できるようになります。 



フロッピーディスク 内の コンフィグレーシヨン 情報 ファイルの 内容が既に管 
埋が象装置に設をされている場合は、リブー ト せずに メインメ ニューが表示さ 
れます。 


14. EXPRESSBUILDE 刊こ格納されていないツールを使用する場合は、コンソールレ 
スメニューを終了し、 EXPRESS 巨 UILDER を CD-ROM ドライブから取り出した 
後、本体の電源を日 FF/0N する。 

W-O リモートコンソール接続での作業を終了した5 、 [MWA Remote Console ] 
ウィンドウの[切断]をクリックしてください。 
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Power Console Plus ( 管理 PC) 


Power Console 円 us をネットワーク経由でサーバを管理する場合にインストールします。 
Power Console 円 us の動作環境や操作手順については、 EXPRESSBULDER 内にあるオンラ 
インド车ュメント 「Power Console Plus ™ ユーザーズガイド」を参照してください。 

下の説明を参考にして Power Console 円 US (管理 PC ) を管理 PC にインストールしてくだ 
さい。インス I -ールに関する詳しい手順と操作方まについては EXPRESSBULDER 内にある 
オンラインド羊ュメント 「Power Console Plus ™ ユーザーズガイド」を参照ください。 


Power Console Plus (管理 PC ) をインストールする前に 

Power Console Plus (管理 PC ) をインス!ルするときは、次に示す準備をしておく必要 
があります。 

• Windows の TCP / IP の設走:が終了していること 

• EXPRESS 巨 UILDER を使ったシステムのアップデートが終了していること 
作 xpress 5800シリーズにインストールする場合） 

• Administrators グループで□グオンされていること 

• Windows NT 4.0の場合、サービスパック 6 a が適用されていること 

• Internet Explorer 5.5 J ： i 降がインストールされていること 


Power Console Plus (管理 PC ) のインストール手順 

Power Console Plus (管理 PC ) のインストールはミ付の EXPRESSBULDER CD - ROM をイ吏 
用します。 EXPRESS 巨 UILDER CD - ROM を CD - ROM ドライブにセット後、 Autorm で表示さ 
れるメニューから[ソフトウェアのセットアップ]- [ ESMPRO ] — [関連ユーティリティ 
メニュ ー ]—[Power Console Plus ] の順にクリックします。 


ここで表示されるセットアップオプションの選択でインストールするコンポーネントとして 
「管理 PC 」 または「管理 PC 十管理サーバ」をチェックし、[次へ]をクリックしてください。 
じ(峰はダイア□グボックスのメッセージに従ってインス I -ールしてください。 



上記記述の管理サーバはネットワークで接続されたすベてのサーバおよび管 
理 PC を管理するコンピュータとしてネットワーク内に1つを義します。 


Power Console Plus (管理 PC ) の環境設定 

• HOSTS ファイルの設定 

管理サーバとすべてのサーバ/管理 PC の IP アドレスとホストをを登録してください。 

• REGSERV.DAT の設定 

管理サーバのホストををすでにある 「 localhost 」 の設をと置換してください。 






